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焦点をあて、 1長崎のかくれキリシタン、 2日本でおこなわれた西洋音楽教育、 3生月島のi現お
らしょ、 4唄おらしょの楽譜化と音楽的特徴の研究、という流れで見ていきたい。
なお文中の「かくれキリシタンjという名称であるが、キリシタン史研究者の間では 1549年
より 1644年までの約 100年間を「キリシタン時代jと呼び、それ以降 1865年の大浦天主堂にお
けるキリシタンの発見、もしくは 1873年のキリシタン禁教令の撤廃までを「潜伏キリシタン時代J


























































































































































































































































































































3-3-1 ツモトである川崎雅市氏によるおらしょ (20，10/03/21) 
この調査時では川崎雅市氏が一人でおらしょを上げられた。本来おらしょはその地区ごとにお
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赤井励 fオルガンの文化史j 青弓社:2006 
赤坂憲雄 f東北学/忘れられた東北j 講談社:2009 




遠藤周作 f切支丹時代j 小学館:1992 
片岡弥吉 f長崎のキリシタンj 聖母の騎士社:1989 
岡田章雄 fキリシタン風土記j 毎日新開社:1975 
小泉文夫 f日本伝統音楽の研究j音楽之友社:1958 
重松一義 f東北隠れ切支丹弾圧の研究j 藤沢町文化振興協会:1997 
新共同訳 f聖書j 日本聖書協会:1987 
高田茂 f聖母マリア観音街j姿と伝承j 立教出版社:1972 
竹井成美 『南蛮音楽その光と影j音楽之友社:1998 




浜島書庖編集部 f 日本史重要史料集j 浜島書庖:1999 
平戸市生月町博物館・島の館 f生月島のかくれキリシタンj平戸市生月振興公社2000
松田毅一監訳 f日本報告書j第三期第六巻:1991 
フランシスク・マルナス 久野桂一郎訳 f日本キリスト教復活史j みすず書房:1985 
丸山孝一 fカトリック土着j日本放送出版協会:1980 
皆JI達夫 『洋楽渡来考j日本キリスト教団出版局:2004 
皆)1達夫 n羊楽渡来考 CD&DVD版解説書i日本キリスト教団出版局:2006 
皆)1達夫 f西洋音楽ふるさと行脚j 音楽之友社:1982 
宮崎賢太郎 fカクレキリシタンー魂の通奏低音j長崎新聞新書:2001 
横井雅子 「人はみな歌い、蹄る vo1.28 今に残るかくれキリシタン信仰Jrあんさんぶる
No.503jカワイ音楽教育研究会本部 2010 
日:
i 宮1奇賢太郎『カクレキリシタンー魂の通奏低音j長崎新聞新書:2001 p .20 
ど片i司弥吉 f長崎のキリシタンj(聖母の騎士社:1989)、丸山孝-rカトリック土着j(白本放
送出版協会:1980) を参考にまとめた。
:l Francisco de Xavier (1506 ~ 1552) スペイン人のカトリック奇祭であり、イエズス会創立者
の中の 1人である。各地で宣教し 1552年に中国で没した。中野康『旅する長崎学j長崎文献社
2006 





信仰は禁止しなかった。浜島書信編集部 『日本史重要史料集j 浜島書庖:1999 p.82 
6 浜松書j苫編集部、前掲書p.82 
i 寛永 10年(1633年)、寛永 11年 (1634年)、寛7}<12年(1635年)、寛永 13年(1636年)、寛
水 16年(1639年)の計五回である。 浜松書活編集部、前掲書p.92 
品新村出、間前 p.25
り竹井成美、 i百J1箱、 p.49
10ヴァリニャーノ アレッサンドロ (AlessandroValignano)著 松田毅一他編訳『日本巡査記j
東西交渉旅行記全集桃源社・ 1965p.79 
1 竹井成美、前掲書、 pp..73-74 なお引用部分は fイエズ、ス会士服装規定jより竹井氏の引用に
よるものである。
12海老j宰有道 f洋楽伝来史jB本基督教団出版局:1983 p .104 
l:l海老津有道、 i可前、 p.104 
H竹井成美『南蛮音楽その光と影』音楽之友社:1995 p.39 
-200 -
15松田毅一、 E.ヨリッセン fフロイスの日本覚書j中公新書:1983 p.l32 
16竹井成美、前掲書、 p.31
17竹井成美、間前、 p.40
18皆]1達夫 f洋楽渡来考 CD&DVD版解説書j日本キリスト教団出版局:2006， p.68 



















































13中国成生監修 『長崎・生月島のオラショJ King Record : 2001 
11これは、①信者自身たちが行事を世間に出し始めたということ②後継者がいなくなってしまっ
たこと③行事が減少、もしくは簡略化されていること、などが含まれた言葉である。
.15例えばあるかくれキリシタン信者は「私たちは見世物ではない。関係のない者に面白半分に見
られたくない。Jと語り、また「先祖たちが続けてきたものを守っているのだから、そっとし
ておいてほしいJなどと語る。
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